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一
緒
頁
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l
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U
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人
物
議
生
に
蜘
却
す
る
自
然
界
の
勢
力

国

-Ea 

'
E

・E

・--a-
rι 

点

自
然
界
、
の
勢
力
が
闘
家
の
興
己
批
命
日
の
脱
衣
に
少
か
ら
w
d

る

関

係

を

有

す

る

は

何

人

も

汚

定

す

る

能

は

な

る

所

な

ら

f

乙
雄
、
世
に
は
什
佐
々
此
勢
力
を
過
重
湖
し
枇
命
日
の
後
山
泌
を
以
℃
勤
植
物

の
進
化
に
比
し
.
英
鎚
化
は
其
之
を
形
成
す
る
制
人
の
勢
力
に
依
ら
ず
し
て
没
然
、
外
務
の
他
動

的

勢

力

に

の

み

依

る

も

の

な

る

か

の

如

く

考

ふ

る

も

の

な

含

代

わ

ら

ず

。

此

の

如

主

税

謬

は

人
々
を
不
知
不
識
の
問
に
宿
命
設
に
傾
か
し
は
り
英
容
闘
カ
を
減
殺
し
、
批
命
日
閥
氏
の
元
気
を
消

粍

せ

し
h
u

る
乙
之
甚
だ
大
な
ら
去
る
を
符
ず
。

川

ω
λ
に
赴
命
日
な
る
も
の
は
一
光
来
倒
人

Ir二
流
へ

ふ

意

識

的

存

在

に

よ
λ

ソ

℃

形

成

せ

ら

れ

防

て

英

世

命

的

関

係

な

る

も

の

は

共

精

紳

の

総

合

に

よ

り

℃

決

せ

ら

る

〉

も

の

な

れ

ば

側

人

の

努

力

或

は

茶

努

力

の

蓄

積

は

能

く

枇

食

の

進

歩

及

薬

方

向

を

左

お

し

得

ぺ

う

も

の

な

る

や

疑

な

じ

ι

外

界

の

勢

力

中

最

も

多

〈

枇

舎

に

協

係

わ

る

も

の

〉

中

に

は

寄

人

の

力

を

以

て

殆

A

E
左
右
す
べ

m
ら
ま
る
も
の
あ
台
、
例
へ
ば
人
純
の

良

否

地

勢

の

利

不

利

の

如

3
は

入

力

を

以

℃

一

朝

一

夕

に

綾

更

す

べ

か

ら

止

る

も

の

は

れ

E

人

物

費

生

に

潤

す

る

自

然

界

の

勢

力

、

五
五
::Jt 



人

物

後

生

ド
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却

す

る

均

然

界

の

勢

カ

五
六
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も
、
深
く
是
等
の
も
の
を
考
察
す
る
に
資
際
五
日
人
の

勢
力
あ
る
も
の
に
わ
ら
ず
。

一
般
に
鶴
像
す
る
が
如
く
枇
舎
に
潤
し
て

。。

凡

そ

…

枇

曾

一

凶

民

の

能

力

の

総

長

は

何

れ

の

地

に

於

℃

も

設

。。

し
て
強
化
な
き
も
の
に
し
て
喰
業
界
、
な
る
は
知
識
の
総
量
の
み
。

能

力

は

自

然

的

先

天

的

の

も
の
な
れ

yh
も

知

識

は

天

然

の

事

放

に

基

く

所

拡

少

く

鼠

T
A
人

潟

的

批

曾

的

滋

滋

に

よ

b
℃

定

ま

る

も

の

な

b
o

結

局

人

は

共

智

力

と

知

識

を

以

℃

外

界

代

打

勝

た

ん

と

盆

闘

し

つ

〉

わ

る
も
の
に
し
℃
随
℃
枇
曾
の
積
極
的
能
動
要
素
は
英
之
を
構
成
す
る
人
物
に
存
し
、
外
界
は
寧

ろ

之

に

潤

し

℃

種

々

の

硲

磁

を

提

供

し

つ

〉

ゐ

る

な

b
o

郎

外

界

な

る

も

の

は

人

間

の

能

動

的

勢

力

に

到

す

る

受

動

的

勢

力

に

過

ぎ

設

る

が

放

に

人

は

其

努

力

に

依

b
外
問
弁
の
降
艇
を
除

去
し
或
は
之
を
鍛
伐
材
犯
し
之
を
利
用
し
℃
以
℃
一
位
曾
の
卒
一
糊
を
助
く
る
の
共
と
な
し
、
此
の
如
く
'

し
℃
漸
く
文
明
の
域
に
滋
み
自
然
的
外
界
の
上
に
更
に
人
銭
的
の
外
回
仰
を
作
る
に
去
る
。

依

に

枇

曾

の

進

歩

は

英

主

勢

力

た

る

人

間

の

活

動

が

外

界

の

受

動

的

勢

力

に

衝

突

し

℃

英

勢

力

の

平

均

を

符

た

る

貼

に

静

止

す

る

も

の

に

し

て

Y
1
ド
氏
の
所
競
合
成
力
(
∞

3
2関
与
に
依

b
℃

定
ま
る
も
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と
一
五

λ
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a 
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事

情

の

如

何

に

係
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ら

ず

突

然

薬

精

華

Z
も
一
宮
一
ふ
べ
b
d

俊

才

を

失

ふ

乙

之

あ

ち

と

せ

ば

k

也、

・1
、

ー、‘
 

t
 

共
結
果
は
如
何
に
務
実
た
る
も
の
に
し
て
、
英
笈
衡
の
如
何

t

に
速
な
る
べ

3
0
副

班

牙

が

茶

惨

忍

な

る

宗

数

裁

判

に

依

b
茶

人

才

k
殺
税
制
し
戒
は
之
を
図
外
に
放
逐
し
た
る
結
果
は

一
同
忽

ち
虚
脱
の
抗
に
椛

b
、英

…
ー
皮
失
ひ
た
る
元
気
・
は
之
な
快
復
す
る
の
機
な
〈
、
此
時
期
の
前
後

bz

比
大
れ
ば
共
雄
蕊
汚
隆
の
差
の
著
る
じ
さ
』
貨
に

「
闘
破
れ
て
山
河
ゐ
λ

乙

D
或
な
き
ど
鼠
ぜ
い
F
o

，E
E
E
p
a
-
-
J
;
，、‘
J
4
d
a
a
v
‘

ゐ
ん
を
没
然
防
勢
の
然
、
b
し
ひ
る
所
な

b
と

す

る

は

浅

薄

の

見
I
C

一広

λ
べ
し
。

而
し
て
他
の

方
に
於
℃
瑞
凶
闘
は
科
弔
問
介
に
於
て
共
交
織
す
る
所
甚
多
〈
、
議
功
紛
.
の
期
若
な
る
も
の
あ
λ
リ

し
は
仙
の
欧
洲
諸
闘
に
於
て
治
答
申
乞
受
け
た
る
偉
材
、
が
多
く
此
闘
に
流
れ
来
れ
る
が
絡
な
λ
ソ
G

是
に
於
℃
人
物
の
力
の
如
何
に
偉
大
な
る
か
を
知
る
べ
し
。

然
ら
ば
此
一
枇
命
日
進
歩
の
原
動
力
と
も
一
瓦
ム
ペ

h・

c

真
正
の
意
義
に
於
パ
り
る
人
物
な
る
も
の
は
巣

し
℃
如
何
な
る
事
情
の
下
に
生
れ
た
る
も
の
な
る
か
。

換

言

す

れ

ば

枇

合

の

俊

民

に

庶

接

の

文

献

を

な

す

も

の

は

人

物

其

者

を

拾

℃

他

に

求

h
u

ぺ

が

ら

ず

と

雄

も

英

人

物

を

し

て

人

物

た
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ド
、
カ
ン
ド

!
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1
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一
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然

界
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力

五
，...L，・
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ら
し
h
u

る
も
の
は
何
芯
や
。

議

論

訴

b
℃

此

彪

に

到

れ

ば

奇

人

は

始

め

℃

外

ω仰
の
勢
力
を
説

か
診
る
を
得
、
ず
。

此

人

物

後

生

に

関

係

あ

る

外

界

の

勢

力

に

闘

し

℃

研

究

し

た

る

卒

者

英

数
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人

物

俊

生

に

お

す

る

自

然

昇

の

.

勢

力

L
2
3
p
dロ
宮
山
S
E
V
仏

gun
∞…包g)
の
如
〈
康
く
之
を
箆
集
し
た
る
も
の
砂
か
ら
ん
。 ‘

'h-
、

右
J

J

ノ

彼
が
千
‘
八
百

九
十
年
米
闘
の
ソ
!
ド
氏
に
耐
火
へ
た
る
書
翰
に
は
「
我
研
究
に
依
れ
ば

M
2
2
5
は
け
利
己
ロ
お
よ
ら

も

重

要

な
λ

乙
と
て
人
物
の
殺
生
に
は
遺
侍
地
迎
気
候
等
の
自
然
的
勢
力
よ
ら
も
風
俗
胸
中
日
慣
殺

育
英
-
仰
の
枇
曾
的
勢
力
の
偉
大
な
る
と
之
を
識
せ
ら
。

彼

は

更

に

科

唱

者

の

後

生

に

有

利

な

る

燦

件
l

乙
な
ム
ソ
と
て
左
記
の
如

3
二
十
ケ
伎
を
挙
げ
た
る
が
北
川
中
遺
憾
に
関
す
る
も
の
と
気

.一・" ‘、
ー， ・ .. ‘ーーーー可

仮
に
側
聞
す
る
も
の
之
の
ニ
ヶ
俊
右
除
主
℃
は
悉
く
人
銭
的
一
枇
命
的
の
依
件
の
み
な
る
は
大
に

注

目

す

べ

主

駄

な

h
f
rし
す
。

一
、
労
働
階
級
に
比
し
J

し

富

有

者

く

は

安

易

な

る

身

分

に

路

す

る

も

の

削

A

W

K

多
う
事
。

二
、
赴
等
富
有
な
る
階
級
中
に
自
己

ω
、
収
入
に
満
足
し
、
以
℃
夜
桜
に
金
銭
上
の
利
盆
な
う
山
市

業
に
従
事
才
る
も
の
多
色
事
。

一
一
一
、
数
代
に
万
一
る
労
慣
に
依
A
Y

思
想
戚
情
が
自
ら
奨
理
探
究
に
向
、
ふ
事
(
遺
憾
の
結
果
)
。

側
、
弔
問
の
趣
味
一
ゐ
る
'
民
家
族
が
外
国
よ
り
入
よ
り
来
る
事
。

五
、
科
事
及
共
他
の
知
識
を
要
す
る
職
業
に
有
利
な
る
体
設
を
有
す
る
家
放
の
多
号
事
。

六
、
小
梨
敢
育
、
及
殊
に
政
議
激
減
等
の
干
渉
を
受
け
ず
事
生
に
科
皐
研
究
の
格
好
配
鼓
吹
す

る
良
中
感
激
奇
心

七
、
制
書
館
、
天
文
議
、
除
物
館
等
の
科
事
研
究
の
便
利
に
合
同
h
u

事

八
。
科
附
学
的
混
迎
を
常
設
す
る

一
般
の
気
風
c

九
、
少
く
1

乙
も
科
感
研
究
に
関
す
る
言
論
の
自
由
。

十
、
科
感
研
究
井
比
科
唱
者
に
有
利
な
る
輿
論
。

十
一
、
職
業
制
作
九
探
の
自
由
、
族
行
の
自
由
、
自
己
の
志
川
仰
に
反
し
て
人
に
使
役
せ
ら
れ

3
4
0
白
山
心

十
、
数
継
を
以
℃
人
右
腰
す
る
乙
之
少
雪
山
川
激
の
信
仰
。

十
一
二
、
併
侶
が
自
己
の
年
る
閣
総
M
A

一
般
一
枇
命
日
の
激
宵
に
忠
貨
な
る
事
c

十
四
、
併
侶
が
山
川
身
主
義
を
お
小
ぜ
止
る
事
。

L
B
E
、'
x
z
I
〉

P
J

出
向
反
プ

酔
ヨ
君
ゴ
f
d
A
肱
川
忠
カ

一
般
に
英
偽
抑
制
一
誌
の
知
識
を
有
す
る
事
n

十
六
、
小
制
御
立
園
、
又
は
小
闘
よ

b
成

る

聯

邦

組

織
G

十
七
、
池
桃
又
は
北
方
に
位
す
る
土
地
。

十
八
、
文
明
闘
に
接
近
す
る
事
。
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十
九
、
科
卒
に
m
附

す

る

事

食

事

校

の
h

グ〆

b
d

事

人

物

殺

生

に

約

す

る

白

然

界

の

勢

力

五六一一日



人

物

校

生

に

到

す

る

自

然

問

オ

の

雪

勢

力

五
六
四

2~ 

一
一
十
、
競
行
、
殊
に
外
遊
の
習
慣
あ
る
事
。

ド
、
カ
シ
ド

l

y
が

此

俊

件

を

翠

ぐ

る

に

常
t
り
℃
は
自
己
の
居
所
印
瑞
磁
を
機
倫
中
と
し
た
る
形

践

英

明

な

れ

y-w
も
、
瑞
商
の
外
に
も
多
数
の
人
才
を
生
と
た
る
同
誌
多
き
を
考
ふ
れ
ば
第
十
ム
ハ

の

小

濁

立

国

又

は

小

閥

よ

り

成

る

聯

邦

組

織

l-二
五
ょ
が
如
b
d

は

必

ず

し

も

重

要

な

る

依

件

に

非
る
べ
し
。

而
し
℃
ワ
!
ド
氏
は
之
主
要
略
し
℃
人
物
袋
小
一
の
傑
件
を
ば

一
、
右
形
的
(
地
理
的
)

二
、
人
磁
的
、
一
一
一
、
示
欲
的
、
問
、
地
方
的
、
五
、
経
済
的
、
六
、
枇
曾
的
、
七
.
数
育
的
、
の
七
栂
と
な
せ
ら
(
巧
ミ

?
K
Mヤ

0

0

0

 

1
…&∞
oao}認
可

吋

-
E吋
)
余
は
港
ろ
更
に
之
を
二
測
に
要
略
し
第
一
を
自
然
的
に
し
て
人
力
主
以

℃

俄

に

接

更

す

べ

か

ら

3
4
0
佼
件
'
と
な
し
廷
に
ヲ

l
ド

氏

の

有

形

的

依

件

人

械

的

保

件

と

を

合

ま

し

め

第

二

を

入

閣

の

努

力

に

よ

b
或

皮

設

で

左

右

し

得

べ

3
係
件
、
換
言
す
れ
ば
自
然
的

他
動
的
に
ゐ
ら
ず
し
℃
人
事
的
自
動
的
保
件
?
乙
な
し
ヲ

1
ド

氏

の

所

説

宗

激

的

批

合

的

敬

育

0

0

0

0

0

 

的
記
依
件
を
之
に
誠
仰
せ
し
め
総
総
し
℃
枇
命
的
保
件
と
な
し
、
此
二
大
保
件
の
凡
づ
れ
が
人
物

設
牛
一
に
最
も
有
利
に
し
℃
、
随
℃
枇
命
日
の
進
歩
な
る
も
の
は
如
何
な
る
皮
迄
自
然
界
の
勢
力
に

依
A
Y
、
如
何
な
る
皮
迄
吾
人
自
身
の
奮
闘
努
力
研
銭
勉
附
に
依
る
か
を
研
究
す
る
は
甚
だ
有
議

l
 

，
 -

F

・

i

?

 

の

事

業

た

る

べ

し
f
乙
信
ず
。

k 

自

然

的

傑

作

な

る

も

の

に

就

3
オ
!
グ

ン
氏
は
其
若
d
山
一
人
の
出
生
し
(
0
2
f
c
g
h
z
o
ω
g
的
円
包
含

}Hogg命
的
)
に
於
℃
興
味
わ
る
研
究
を
途
げ
た

b
。

比
研
究
は
専
ら
偽
闘
の
各
地
、
白
耳
義
、
ア
グ
サ
ス

廿
'
'
レ

ン
、
及
瑞
西
の
偽
認
を
使
用
す
る
軍
部
分
に
於
け
る
文
事
者
の
分
布
に
関
す
る
も
の
な
ら
。

是

等

の

地

方

は

寄

人

の

知

る

が

如

〈

英

気

候

は

決

し

℃

均

一

な

b
f三
百
ム
べ
か
ら
ず
、
地
勢
は

山

地

卒

野

海

岸

わ

ら

℃

至

る

廃

趣

を

異

に

せ

b
。

随

て

若

し

是

等

の

地

理

的

保

件

が

人

物

後

ル

ム

上

重

要

な

る

依

件

な

ら

え

に

は

最

近

数

世

紀

聞

に

於

け

る

人

物

分

布

の

比

例

は

必

ず

成

皮

ぉ
~
其
影
響
を
受
け
底
、
b
w
d
る
を
得
ず
。

徴
依
を
示
し
居
、
り
去
る
を
如
何
せ
ん
。

然
る
に
才

1
ダ

シ

氏

の

此

研

究

は

少

し

も

此

の

如

ち

彼

は

先

づ

偽

凶

及

其

他

の

各

服
(

J

ア
.
ハ

Y

ト
?
と
が
古

2;; 

事
者
出
生
数
の
比
例
が
此
平
均
'
一
数
十
八
人
之
大
差
わ
る
も
の
十
一
一
一
燃
に
過
ぎ
、
ず
。

共

割

合

の

-
来
虫
脱
出
せ
る
文
山
中
溝
(
オ
ー
ダ
ン
氏
は
此
訟
を
極
め
℃
演
義
に
似
し
殆
ん
と
凡
℃
の
事
者
を
抑
制
・

経
せ
ら
)
の
数
乞
感
げ
、
次
に
人
口
十
市
に
濁
す
る
英
比
例
を
示
し
た
る
が
、
此
統
計
に
依
れ
ば
其

最

も

多

〈

の

事

者

bz
山
山
じ
た
る
も
の
は
人
口
十
高
比
到
し
百
九
十
六
人
の
比
に
し
て
最
少
の

稲
し
℃
英
会
般
を
お
・
均
す
れ
ば
人
口
十
路

も
の
は
人
口
十
市
内
に
劉
し
、
傑
に
一
人
の
割
な

h
。

に
野
し
十
八
人
の
比
に
し
℃
、
可
な
ム
ヲ
多
数
の
卒
者

k
生

と

た

る

も

の

五

十

七

紙

ゐ

る

中

に

其

人

物

俊

住

ド

バ

濁

す

る

自

然

a

制
労
の
勢
力

五
六
五



~.:~ 

人

物

費

住

に

糊

到

す

ろ

自

然

界

の

勢

力

最

も

大

な

る

は

端

麗

の

ゼ

ネ

グ

ア

に

し

℃

百

九

十

六

人

の

刻

、

次

は

セ

1
又
燃
に
し
て
百
廿
一
…
一

五
..J& 

ノ、

ノ、

入

の

例

な

ら
J
O

似
し
ぜ
、
午
、
グ
ア
は
宗
激
上
の
迫
害

k
受

け

た

る

志

士

の

避

難

所

た

b
し

地

に

し
て
其
卒
者
に
富
め
る
は
寧
ろ
一
此
曾
的
俊
件
に
依
る
も
の
と
一
五
ふ
べ
く
、
叉
セ
!
ヌ
燃
は
む

mT一

ー
と
一
五
へ
る
大
都
合
の
所
在
地
な
る
を
忘
る
べ
か
ら
、
ず
。
或
は
ゼ
ネ
グ
ア
に
向
学
者
の
多
色
d

は

共

山
地
な
る
に
依
る
と
主
張
す
る
人
も
わ
る
べ
し
よ
」
蛾
も
巴
甲
一
の
如
a
d

一
や
地
に
此
の
如
く
多
数

の
mmナ

者

を

出

せ

る

を

見

れ

ば

原

因

は

其

地

勢

に

非

る

を

見

る

べ

し

。

本

乞

首

都

之

す

る

グ

1
シ
ユ
ジ
ユ
、
ロ

1
ン

燃

な

る

が

む

良

之

の

差

は

甚

だ

若

る

し

く

十

高

人

中
間
十
三
人
の
例
代
過
ぎ
ず
。
此
問
十
一
一
一
人
『
乙
会
憾
の
平
均
敷
な
る
十
八
人
之
の
問
に
は
グ

ジ
ョ
ン
、
ア
グ
イ
ニ
ヨ
ン
、
ォ

Y

レ
ア
ン
、
メ
ヅ
ッ
、
プ
ザ
ン

y

ン
、
ト
ロ
ア
、
ツ
ク

y
l
λ

ト
シ
ョ

1
屯
ン
、

戸
!
ア
ン
、
一
…

l
ム
、
ポ

i
Jヘ
ー

を

首

都

と

す

ふ

諮

腕

ゐ

れ

y-
も

是

等

は

或

は

内

地

或

は

海

岸

に

セ
!
月
腕
の
次
は
馬
一
品

散

庇

し

℃

如

何

に

し

て

も

共

共

通

の

地

理

的

特

徴

を

後

見

し

難

し

。

オ

ー

ダ

ン

氏

は

廷

に

一

s 

" ， . 

仰
の
地
悶
を
製
し
各
脱
皮
出
事
者
の
割
合
を
十
誠
人
に
付
四
人
以
下
、
五
人
以
上
八
入
浴
、
九
人

以
上
十
二
人
迄
、
十
二
人
字
以
上
十
九
人
迄
、
二
十
人
以
上
四
十
二
人
お
、
四
十
一
一
一
人
以
上
之
六
級

余

は

親

し

く

此

闘

を

見

た

れ

E
も

如

何

に

分

ち

各

般

を

色

の

濃

淡

に

依

λ

リ
℃
悩
別
し
た
λ

ソ。

-

j

e

-

-

s'tass-
，d--

-e 

、;
量、

に
し
℃
も
純
然
た
る
地
糊
伐
の
成
化
な
る
も
の
を
援
見
す
る
事
能
は
ず
。

カ

-Jl
シ

端

踊

グ

ア

刊

ア

州

の

如
b
d

山

地

は

一

人

の

有

名

な

る

事

者

を

出

添

い

る

に

同

b
し
く
山
地
た
る
グ
オ

1
ド

州

の

如

h
t

は
人
口
十
市
内
に
付
二
十
二
人
の
感
者
を
生
ヒ
、
又
又
ク
シ
ア

A
Y
Y

は

同

と

く

十

八

人

を

出

し

ア

〆

サ

ス

ロ

!

ν

ν

の

一

部

は

二

十

九

人

左

前

せ

ち

。

ピ
レ
ュ
!
山
下
の
ア
リ
ノ

Z
1
ジ

及

本

!

ト

ピ

レ

ネ

ー

も

ピ

ス

ケ

!

鴻

頭

の

ヌ

ン

ド

も

英

古

利

海

峡

に

臨

め

る

コ

1
ト
、
ジ
ユ
、
ノ

l
v
'
も、

終

允

仰

闘

の

小

心

に

接

近

せ

る

ク

η
ノ
ユ
!
ス
も
皆
人
口
十
誌
に
劉
し
三
人
以
上
の
殿
場
者
古
生

北
(
他
の
平
均
数
よ

b
遜
に
下
れ
る
諸
版
刷

tι
雌

も

或

は

西

海

洋

或

は

東

方

闘
境
或
は
内
地
に
ふ
社

F
9
℃

如

何

に

し

℃

も

地

勢

上

の

共

通

路

を

後

見

す

る

ど

得

ず

。フ
ロ
グ
ア
ン
ス

ジ

氏

は

更

に

偽

凶

領

内

及

上

誌

の

諸

地

方

の

九

十

八

腕

、

主

改

め

℃

二

十

悶

州

代

分

ち

と
た
る
も
の
な
し
。

オ

ー

ク

人

口

百

誌

に

封

す

る

烈

者

の

数

を

取

調

べ

た

る

に

矢

張

・

9
諸

燃

の

統

計

I
乙
同
ヒ
く
地
勢

!ι
串

者
の
出
企
之
の
闘
係
に
就
て
は
少
し
も
得
る
所
な
く
、
彼
は
更
に
之
を
北
部
、
東
北
部
、
東
南
部
、
回

市

部

、

西

北

部

北

中

部

の

七

大

部

に

分

ち

℃

人

口

十

誌

に

劃

す

る

皐

者

の

比

例

を

見

た

る

に

左

の
如
込
」
ι

結
果
を
符
た
よ
り
。

κリり』

(
オ
ー
ダ
ン
氏
は
率
者
を
民
0
1
f
p
y
丘、
G
O
M
M
g
の
一
一
一
階
殺
に
分
ち
た
る
わ
ι
余

は

般

に

秀
才
、
英
才
?
天
才
止
な
せ
ち
)

人

物

波

注

ド

射

す

る

臼

然

界

の

勢

力

-
L
A

、1

1
J
J
ノ
J
t
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臨

ん

物

俊

生

に

鈴

ず

る

自

然

界

の

勢

力

秀
才

英
才、

五
六
八

天

才

北

中

部

四
八
一
二

九
九

一
二
九

東

北

部

一
八
五

一一・一ーー‘
掴同陶吋2・
・・・・唱.

問、一一一

東

南

部

一
間
一
一
一

ニ
ム
ハ

一一、五

北

部

一
二

O

二

O

一八

南

部

ヨTA l 

_，‘ 
・ー-.... 

ロ
司
レ
i

M

"

ね

百
u
ι
j
A守

4
M
n

}L 

…」ハ

二
、
五

1 ‘ ι 

西

南

部

八

九

」
い
、

一
F
f

二、一一

此

表

代

依

れ

ば

街

中

部

を

除

b
d

℃

は

英

才

天

才

の

順

序

は

秀

才

の

順

序

1
ζ

等
し
く
、
共
北
中
部

の

比

例

の

大

な

る

は

巴

m唱
を
合
h
u

が
殺
な
ら
'
O

共

次

は

東

北

部

東

南

部

に

し

て

共

に

偽

闘

の

東
方
に
位
し
、
一
は
ア

Y

プ

λ

に

近

〈

一

た

地

中

海

に

臨

め

る

地

な

る

が

放

に

、

此

山

脈

之

助

海

岸

は

人

物

俊

生

に

有

利

な

b
?と
す
る
人
も
あ
る
べ
し
と
蛾
も
、
然
、
b
ば
何
故
・
に
大
西
洋
及
兆
古

利
海
峡
に
沿
へ
る
.
地
方
は
然
か
く
人
物
を
生
ず
る
乙
之
少
注
や
。

セ

1
又

測

の

平

野

に

は

此

の

如

〈

感

お

の

輩

出

せ

る

に

何

故

に

ロ

イ

Y

刈

ガ

ロ

!

ン

河

の

沃

野

に

は

英

才

秀

才

佐

v々

ぜ
w
d

此

の

如

〈

腕

察

し

来

れ

ば

人

物

産

自

の

多

少

は

問

中

に

地

勢

地

形

等

の

自

然

的

保

件

に

'
E
司
、
〉
。

ラ
L
F
A
U

、，.

・
41

・4F

依

る

事

者

人

の

想

像

す

る

如

〈

偉

大

な

る

も

の

に

わ

ら

診

る

を

知

る

べ

し

。

オ
ー
ダ
シ
氏
自

ら

も

此

調

去

の

結

果

下

の

如

当

結

論

を

な

せ

b
「
是
に
依
ム
リ
℃
地
理
的
境
泌
の
勢
力
は
絶
無
な

b
又
た
問
中
に
微
少
な
A
Y
3
乙
断
定
す
る
は
わ
附
を
得
た
る
も
の
に
あ
ら
、
ず
、
寝
際
地
勢
の
カ
は
必
、
ず

然
れ
い
と
も
此
力
は
特
殊
の
場
合
の
外
は

一
般
に
甚
優
勢

微
弱
な
'
る
も
の
に
わ
ら
公
る
べ
し
。

な
る
も
の
に
わ
ら
ず
と
断
言
す
る
事
わ
包
得
。

何
故
に
ド
ウ
ノ
ア
燃
に
は
多
数
の
文
感
殺
を
生
七

て
ジ
ユ
一
プ
ペ

Y

ノ

ア

に

は

唯

一

人

の

文

串

者

を

生

ヒ

た

る

が

。

も
の
に
依
、
b
w
o
る

は

削

映

な

る

事

賞

な

れ

ば

此

積

の

差

異

の

呉

国

営

ば

u

更

に

他

方

に

求

め

コ

是
は
所
抑
制
地
理
的
明
白
尚
な
る

る
べ
か
ら
ず
い

1
0

自

然

的

の

然

ら

ば

人

物

後

生

の

原

因

と

な

る

べ

ち

他

の

依

件

は

何

ぞ

や

。

保

件
1
乙
し
℃
は
狛
、
人
秘
的
勢
力
の
問
題
ゐ

b
、
更
に
枇
命
日
的
の
諸
勢
力
の
存
在
す
る
あ
ら
、
余
を

し
て
次
に
幾
ら
の
自
然
的
俊
一
件
た
る
入
極
的
勢
力
の
問
題
を
論
ぜ
し
ゅ
よ
。

異

な

る

人

秘

問

に

於

℃

知

識

の

程

皮

に

差

異

あ

る

は

否

定

す

べ

か

ら

診

る

市

中

貨

な

れ

yw
も
、
英

建

築

は

果

し

℃

人

秘

的

治

体

よ

b
来
れ
る
も
の
な
る
か
、
綿
た
茶
人
醸
の
枇
合
的
境
遇
が
側
、
与

27 

人

物

齢

制

中

一

仁

釣

す

る

白

然

界

の

勢

力

4 

五
六
九

可



人

物

後

比

二

時

守

す

る

当

性

u
r
)
九

ヨ寸断』
1

1

i

b

a

E
ブ
{
歩
ゾ
・
↓
J

五
七

O

28 

此

の

如

3
差
異
を
生
ド
レ
た
る
も
の
な
る
か
。

人
旅
も
明
に
其
皮
脂
色
を
開
決
比
す
る
も
の

h
m

に

は

共

天

然

の

才

力

に

於

℃

差

等

み

の

る

ぺ

し
t
ζ

蛾

も

、

同

色

の

入

純

中

に

於

℃

或

地

方

に

は

多

く

の

人

才

を

出

し

、

或

他

の

地

方

に

は

比

統

的

に

少

数

の

人

物

乞

出

す

乙

l
r
u
J
の
る
ま
人

Rv・
9
民

i
』
ノ
下
冷
ι
A
H
H
E
F
M

M
問
に
よ
る
も
の
な
る
や
一
台
や
は

一
般
の
疑
問
な

b
。

此

紡

に

闘

し

℃

も

ォ

!

ダ

y

氏

の

議

論

偽

閥

各

地

の

人

総

は

今

日

大

低

混

治

せ

ら

れ

偽

幽

人

は

凡

6

は

大

に

首

肯

す

ぺ

a-hc
も

の

ゐ
λ

リ。

一
人
抑
制
と
見
倣
す
乙
之
を
得
べ
し
と
蛾
も
、
投
℃
は
秘
々
の
人
刻
、
に
よ
ム
ツ
℃
占
有
せ
ら
れ

た

る

凶

な

れ

ば

若

し

人

祁

に

依

b
人

才

を

生

ず

る

事

多

少

十

の

ふ

と

す

れ

ば

ォ

!

ダ

ン

氏

の

統

而

し

て

仰

凶

は

設

で

五

仰

の

重

な

る

人

秘

べ
て

計
の
如
込
J

」

も

幾

分

か

影

響

そ

そ

く

ベ

ヨ

筈

な

b
G

に

依

b
℃
占
有
そ
ら
れ
)
プ

!

y
人

は

共

中

部

を

L
b
め

巴

虫

よ

b
少
し
く
北
代
政
る
地
そ
制
収
鮎

と

し

グ

ア

フ

ン

ス

、

モ

ン

ト

!

バ

シ

を

束

闘

に

連

結

す

る

横

線

を

成

tι

し
た
吋
，
Q

三

角

形

の

地

方

を
似
有
し
、
シ
ム
プ
タ
ヤ
人
は
其
西
北
部
、
ィ
ペ
リ
ノ
ヤ
人
は
共
西
南
部
、
リ
ギ
ユ
ソ
ア
人
は
共
京
市
川

部、
J

ヘ

Y

ギ

!

人

は

共

東

北

部

を

い
lu
鎖

し

だ

れ
J
C

オ

ー

ダ

ン

氏

は

地

闘

に

就

℃

来

し

て

是

等

諸

人
初
の
占
布
地
域
之
仙
中
将
選
出
の
多
少
『
乙
関
係
わ
る
や
一
台
ゃ
を
精
査
し
途
に
下
の
如
ち
失
明
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殺

せ

b
M
W
同

文

準

況

の

地

現

的

分

布

、

と

其

入

硲

的

悩

分

と

を

比

較

す

る

も

奇

人

は

人

P 

T 

" 

椛
fr--
」
文
加
や
お
産
出
の
多
寡

!ι

の

間

に

些

少

の

関

係

を

も

接

見

す

る

こ

と

能

は

ず

。

A

恥
州
又
は

T 

4 

他

の

地

方

的

部

分

は

何

づ

れ

の

地

闘

に

依

る

も

文

事

お

の

分

布

と

大

な

る

p

定
異
ゐ
る
わ
乙
知
る

品

制
一
し
之
ど
以
て
庶
に
人
秘
的
勢
力
を
否
定
す
ぺ
き
に
あ
ら
ず
。

仰
と
な
れ
ば
是
は
今
一

〈
人
楠
の
分
布
に
闘
す
る
一
五
日
人
の
無
事
に
依
る
や
も
知
る
べ
か
ら
迂
れ
ば
な

b
o
h

‘
ぬ
い
い
世
に
は
上
流
一
枇
併
と
下
活
一
肱
命
日
1

乙

は

殆

ん

ど

人

秘

的
I
C

も
一
五
ふ
べ

3
能

力

上

の

差

異

わ

る

が

如

く

信

ず

る

も

の

わ

ら

と

雌

も

、

英

貨

は

能

力

に

相

注

ゐ

る

に

ゐ

ら

ず

し

℃

枇

合

的

焼

泊

に
よ
ら
℃
大
な
る
懸
隔
を
生
じ
し
た
る
の
み

0

0

お

邦

封

建

時

代

に

在

り

で

は

士

放

と

農

工

尚

之

は

品

格

に

於

て

も

附

中

力

に

於

℃

も

別

人

椛

の

如

3
飢

ゐ
λ

リ

し

も

今

日

に

於

℃

は

良

工

商

の

中

よ

ら

犬

れ

f
¥
川
小
お
政
治
家
等
の
入
才
乞
出
し
士
族

ι殆
A
E
M
別

な
b
d

に

主

れ

ら
c

以

℃

見

る

も

枇

俗

的

勢

力

の

自

然

的

勢

力

に

比

し

て

如

何

に

布

力

な

る

か

を

知

る

べ

し

。

}:-l 
凡手

を

=9i. 

M
人

一

樹

氏

、

同

色

人

総

内

に

於

℃

は

人

秘

的

差

別

の

鴻

に

其

智

力

に

若

る

し

3
差

異

を

生

ず

る

も

の

に

非

る

乙

之

は

悦

に

ォ

1
グ
ン
氏
の
調
査
に
℃
時
々
切
な
る
も
.
白
色
人
種
、
1
乙
黄
色
人

綿
、
資
色
人
栂
I
f
」
亦
色
人
総
『
乙
一
式
ふ
が
如
b
d

其

肉

織

上

の

差

別

若

る

し

3
も
の
い
い
わ
ら
℃
は
什
先

制

羽

力

人

格

の

鮎

に

於

℃

先

天

的

に

若

る

し

き

懸

隔

わ

る

事

は

殆

え

ど

誠

人

の

信

ず

る

所

な

る

~~) 

人

物

俊

広

ド

到

す

る

自

然

界

の

勢

力
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-i.J 



30 

入

、

物

資

生

ド

謝

す

る

自

然

界

の

勢

力

是

之

℃

も

英

資

は

混

同

人

の

一

般

に

想

像

す

る

如

く

に

然

わ

く

磁

然

た

る

差

別

の

存

す

る

も

の

に

わ

ら

な

る

や

も

知

る

べ

わ

ら

ず

。

一

般

に

人

は

自

焚

的

な

る

と

同

時

代

自

己

の

俄

鈍

を

過

重

滅

す

る

は

免

れ

W
0
・
る
所
、
随
て

ヨi
~11 

カf
o 

一
樹
氏
一
人
秘
之
し
て
も
自
家
の
同
氏
、
自
家
の
入
額
を

紳

の

選

民
f
ζ

し
己
れ
t
乙

異

な

る

も

の

を

劣

等

続

放

の

如

〈

見

下

す

は

洋

の

束

闘

を

問

は

ず

文

明

の

高

下

を

諭

せ

ず

比

々

皆

然

ら

ま

る

は

な

く

、

西

洋

大

は

支

郊

人

を

見

る

乙
1

乙
豚
の
如
く
、
支

去
れ
ば
今
日
の
白
人
が
説
く
一
加
を
開
け

那

人

は

自

ら

中

華

r
乙
稀
し
て
外
人
を
夷
狭
之
呼
大
。

ば

白

人

以

外

人

な

3
が

如

く

な

れ

E
も
古
代
支
那
強
制
別
比
盟
印
皮
の
文
物
英
隆
織
を
極
め
た

る
時
代
に
勝
m
b
A
1
の

白

人

磁

の

湖

先

は

如

何

な

る

欣

態

に

わ

t
y
し

か

を

考

よ

れ

ば

忠

宇

ば

に

過
々
る
も
の
ゐ
ら
ん
。

故

に

今

日

白

人

税

の

優

勢

な

る

は

人

和

以

外

の

原

因

に

依

る

も

の

に

し

℃

顔

色

の

白
t
乙
擦
と
策
I
乙
亦
1
し

は

共

能

力

と

は

筏

交

捗

な

る

や

も

知

る

べ

か

ら

ず
c

殊

日

本

近

来

の

設

建

は

白

人

の

有

す

る

人

械

の

優

劣

に

閲

す

る

偏

見

に

が

如

3
槻
ゐ
る
は
詩
人
日
本
人
積
と
し
℃
焔
快
の
戚
な
き
を
得
、
す
J
O

一
大
浦
絡
を
加
へ
た
る

地

理

的

保

件

此

の

如

く

人

種

的

僚

件

亦

此

の

如

く

な

λ
y

と

す

れ

ば

枇

合

の

文

明

を

左

右

す

る

所

の

重

な

る

原

闘

は

人

間

に

制

測

し

不

可

抗

力

な

る

自

然

的

依

件

よ

り

も

寧

ろ

滋

育

宗

殺

政

治

内
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等

凡

ぺ

℃

寧

ろ

寄

人

の

努

力

に

低

λ

ソ
左
右
す
る
乙
之
を
得
ぺ
弘
己
批
命
的
倹
件
に
あ
る
こ
之
を

似

し

激

背
1
乙
一
五
以
政
治
t
三
百
ぴ
宗
教
t
乙
一
式
ム
も
必
〈
側
入
の
意
志

k
以
て

知
る
べ
し
。

時

に
改
革
し
進
歩
せ
し
め
得
る
も
の
に
あ
ら
、
ず
し
て
凡
℃
一
地
方
一
凶
氏
一
一
批
合
一
人
磁
の
知

識

の

総

計

は

所

前

ト

ラ

グ

シ

ヨ

然
れ

E
も
共
ト
フ
タ
ジ
ョ
ン
北
〈
者
は
決
じ
て
人
事
を
超
越
し
寄
人
I
乙

隔

絶

し

℃

存

在

す

る

も

の
に
非
ら
、
ず
し
℃
側
人
側
人
が
長
年
月
の
問
の
活
動
の
蓄
積
し
た
る
も
の
に
過
ぎ
、
ず
。

ン

の

カ

に

よ

ち

て

定

ま

る

事

大

な

る

は

論

ず

る

ま

で

も

な

し

。

見

る

。

へ

し

人

文

の

後

述

な

る

も

の

は

多

少

地

勢

及

人

都

等

に

依

る

乙

と

な

し

と

せ

診

る

も

其

大

勢

は

人

間

の

精

紳

的

努

力

に

依

b
て
定
る
も
の
な
る
事
を
。

余

は

変

に

オ

ー

ダ

ン

氏

の

調

資

に

依
ι
リ
府
県
ろ
間
接
的
に
倒
人
の
勉
附
仰
と
其
密
闘
と
が
枇
命
日
の
孝
一
臓

L
其

後

肢

に

最

も

必

要

な

る

を
暗
示
せ
り
。

他
日
更
に
直
接
に
、
如
何
に
此
赴
合
的
被
件
が
人
文
殻
法
上
有
力
な
J
G
原

因

な

る
か
を
設
が
ん
之
す
。
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